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親と子のギャラリー 
「びょうぶとあそぶ 高精細複製によるあたらしい日本美術体験」 

2017年 7月 4日(火)～9月 3日(日) 

 

東京国立博物館では、夏休みに向けて、親と子のギャラリー「びょうぶとあそぶ」を開催します。 

今回の企画は、トーハク所蔵の名品「松林図屏風」および米国フリーア美術館所蔵の「群
ぐん

鶴図
か く ず

屏風
び ょうぶ

」の複製と映像のイン

スタレーションにより、屏風絵の世界を体感できる画期的な試みです。屏風は古来、装飾用あるいは間仕切りとして実用的

にも使用されてきましたが、現代生活では遠い存在となってしまいました。今回は、複製画を利用することにより、映像空間と

ともにケースなしに向き合うことを可能にしました。絵師が屏風に描いた世界をより能動的に五感で楽しむことができます。 

 複製画は、キヤノン株式会社と特定非営利活動法人京都文化協会による「綴プロジェクト」の一環として高精細画像により

制作されたものを使用、映像は、本企画のためにオリジナルで新規に作成しました。これまでになかった屏風の世界に入りこ

む体感型展示は、大人も子どもも、日本人も外国人も、どなたでも自分なりにお楽しみいただける全く新しいアート体験です。 

 

☆7月 30日(日)はキッズデー☆ 

  芝居仕立てのギャラリートークや子どもコンサートなど、一日博物館で遊べる子どもたちのための企画がいっぱいです。 

 

 

親と子のギャラリー「びょうぶとあそぶ 高精細複製によるあたらしい日本美術体験」 開催概要 

開催期間： 7月 4日(火)～9月 3日(日) 

開催場所： 東京国立博物館（上野公園） 本館特別４室・特別５室 

開館時間： 9：30～17：00 

         ※金・土曜は～21：00、日曜・祝日は～18：00。入館は閉館の 30分前まで。 

休館日： 月曜 ※7月 17日(月・祝)、8月 14日（月）は開館、7月 18日(火)は休館 

観覧料： 一般 620円（520円）／大学生 410円（310円） ※総合文化展も観覧できます。 

※（ ）内は 20名以上の団体料金 

※高校生以下、および満 18歳未満と満 70歳以上の方は無料。入館の際に年齢のわかるものをご提示ください。 

※障がい者とその介護者 1名は無料。入館の際に障がい者手帳などをご提示ください 

※子ども（高校生以下および満 18歳未満）と一緒に来館した方（子ども 1名につき同伴者 2名まで）は、団体料金で観

覧できます。 

※特別展は別料金 

主催：東京国立博物館、キヤノン株式会社 

協力：京都文化協会 

「びょうぶとあそぶ」公式サイト canon.jp/byobu  東京国立博物館WEBサイト www.tnm.jp



 

 

本館特別第 4室内会場イメージ 

「群鶴図屏風」（左隻）（綴プロジェクトによる高精細複製品） 

原本：尾形光琳筆 江戸時代・17～18 世紀  

原本：アメリカ・フーリア美術館 複製品：東京都美術館蔵 

Facsimiles of works in the collection of the Freer Gallery 

of Art, Smithonian Institution, Washington, DC:Purchase, 

F1956.20, F1956.21 

「松林図屏風」（右隻）（綴プロジェクトによる高精細複製品） 

原本：長谷川等伯筆 安土桃山時代・16 世紀  

原本・複製品：東京国立博物館蔵 

【企画概要】 

１）「松林図屏風」の世界を体感！ 本館特別 5室 「松林であそぶ」 

特別 5室は「松林図」の世界に遊ぶ体験型展示です。高さ約 5メートル、直

径約 15 メートルの半円形の大型スクリーンに映し出される映像と、松林図屏

風の高精細複製画により、長谷川等伯の描いた松林の風と匂いをリアルに体

感！畳に座ってみるという、屏風本来の鑑賞スタイルで、松林図の世界を堪能

できます。 

【松林図屏風について】 

●原本：長谷川等伯（1539～1610）筆 安土桃山時代・16世紀 
紙本墨画 6曲 1双 東京国立博物館蔵 国宝 

●複製品：2008年製作 和紙に印刷 6曲 1双 
各 156.8×356.0 cm 東京国立博物館蔵 
 

豊臣秀吉（1537～98）が、天下を統一した頃に描かれた日本の水墨画の

最高傑作です。画面に大きく描かれた松の樹は、墨一色の線と濃淡の加減

だけで描かれていて、松林が霞の間から見え隠れする様子や、木々の間を

渡る爽やかな風まで実感できます。 

この絵はある時、屏風に仕立てられたものですが、この松林の周囲にも、

さらに風景が広がっていたようです。海や山々、里山の景色が遠くに描か

れていたかも知れません。日本では松林を描いた風景画は、三保の松原や

天橋立などが知られますが、この絵はいったい何処の松林を描いたもので

しょうか。みなさんの記憶の中にあらわれる光景と重ねてみることで、潮

騒が聞こえ、海辺の湿った空気や松の香り、鳥たちが木々の間を飛び交う姿さえ見えてくることでしょう。 

 

2）「群鶴図屏風」の世界でたわむれる 本館特別 4室 「つるとあそぶ」 

特別 4 室では、「群鶴図」に鶴が降り立つ不思議な世界を演出します。展示

室に入ると、大きなスクリーンで鶴が羽ばたき、地面に降り立ちます。そし

て、最後は江戸時代に活躍した琳派の雄、尾形光琳（おがた・こうりん）が

作り出した金屏風の中へ。鑑賞者の動きに合わせて鶴が動くインタラクティ

ブな演出や、金屏風の美しさを引き出す光の演出とともに群鶴図の世界を楽

しめます。 

【群鶴図屏風について】 

●原本：尾形光琳筆 江戸時代・17～18世紀 紙本金地着色 
 6曲 1双 アメリカ・フリーア美術館蔵 
●複製品：2012年製作 和紙に印刷・金箔貼付 6曲 1双 
各 166.0×371.0cm 東京都美術館（公益財団法人 東京都歴史文化財団）蔵 

 

江戸時代の元禄文化華やかなりし頃に描かれた鶴の群れ。同じ向きですらり

と立つ姿は実際の鶴より、かなりスマートです。 

光琳は高級呉服商の息子でしたが、着物の柄の型のように、同じ姿形の鶴が

リズミカルに配置されて、そのうち数羽が異なるしぐさです。ちょっと見たと

ころ鶴は、動きがなく固まっているようですが、屏風を見る場所を移すと、

金の照り返しの具合が変わって、鶴たちが動いて見えるはずです。写真の

ように本物の鶴を描かないことで、かえって動きを感じることができるの

です。背景の金がきらきらと光って、水を含んだ湿った地面に見えるかも

知れません。この絵を見ることで、上空からさらに鶴の一群が舞い降りて、

餌をついばみ、恋の相手を呼ぶ泣き声や、姿が目の前に広がってくること

でしょう。 

本館特別第 5室内会場イメージ 



 

 

【関連事業】 

 

●みんなで遊ぼう！ハンズオンコーナー 「びょうぶにさわる」 

屏風はどんなふうにつくられているの？ パネルの曲げ方を変えると絵はど

んなふうに見える？ 屏風のミニチュアで遊びながら、屏風について楽しく

学べるコーナーです。 

 

会期中毎日 10：00～閉館時間まで  

会場：本館特別 4室 

 

                  屏風ってどんな構造なのかな？ 

  

●ワークシートで自分だけのびょうぶをつくってみよう 

自分で絵を描いてびょうぶをつくることができるワークシートを配布します。 

会期中毎日配布 

配布場所：本館特別 4室・特別 5室 

 

●ワークショップ 「びょうぶをつくる」  

屏風の鑑賞と研究員によるレクチャーののちにオリジナルのびょうぶつくりを体験するワークショップです。自分だけの松林図をデ

ザインし、昔の屏風と同じ構造の屏風に仕立ててみましょう。 

日時：①8月 13日（日） ②8月 20日（日） 各日 10：00～12：30  

会場：本館地下みどりのライオン（教育普及スペース） 

対象：小学生とその保護者 

定員：10組（応募者多数の場合は抽選） 

参加費：無料（ただし、当日の入館料が必要） 

申込方法：当館ウェブサイトのフォームでお申し込みください。 

申込締切：①②ともに 7月 20日（木）必着 

 

 

 

 

 

 
●本展に関するお問い合わせ 

東京国立博物館 広報室 鬼頭・武田 博物館教育課 小林・藤田・川岸 〒110-8712 東京都台東区上野公園 13-9 

TEL：03-3822-1111(代) FAX：03-3822-2081 E-mail：pr@tnm.jp 

 

●本ご案内状 配信に関するお問い合わせ 

ユース・プランニングセンター 担当：池袋 

TEL：03-3406-3411 FAX：03-3499-0958 E-mail：s-ikebukuro@ypcpr.com 



 

＜「綴プロジェクト」とは＞ 

「綴（つづり）プロジェクト」（正式名称：文化財未来継承プロジェクト）は、キヤノン株式会社ならびに

特定非営利活動法人 京都文化協会が共同で行っている社会貢献活動です。屏風や襖絵といった

日本の貴重な文化財のなかには、海外に渡ったり、国内にあっても文化財保存の観点から、限られ

た期間しか公開することができない作品が数多くあります。綴プロジェクトは、キヤノンの入力、画像処

理、出力に至る先進のデジタル技術と、京都伝統工芸の匠
たくみ

の技との融合により、高精細な複製品を制

作、貴重な文化財をよりよい環境で保存し、複製品を公開することを目的としております。2007年か

ら現在までに全34作品を制作しました。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 

 

 
●綴プロジェクトに関するお問い合わせ 

キヤノン株式会社 広報部 広報課 〒146-8501 東京都大田区下丸子 3-30-2 

TEL：03-5482-8193（直) FAX：03-5482-5131 E-mail：e-pr.cannon.jp URL：canon.jp/tsuzuri 

「綴プロジェクト」の制作プロセス 

 
入力 出力 

力 

色合わせ 

  

プリントシステム 

・プリンター：imagePROGRAF 

 

高精細プリントと高い安定性 

画像処理システム 

・高精度／高精細カラー 

 マッチングシステム 

 

オリジナル文化財に忠実な色

再現 

撮影システム 

・カ メ ラ：EOSシリーズ  

・レ ン ズ：L タイプ望遠レンズ 

・ストロボ：ワイヤレス多灯システム 

・旋 回 台：高精細分割撮影対応旋

回台 

 

高解像度撮影とコンパクトなシステム

で 

文化財に対するダメージを最小限に

抑制 

  

金箔
きんぱ く

・金泥
きんでい

 表装 

 

伝統工芸の技 

・京都西陣の伝統工芸士による金箔・金泥の再現 

 

経 年 変 化 を 表 現 す る 「 古 色 」 と 呼 ば れ る 

風合いを重視し、作品の持つ“年代”を再現 

表装 

・最終的に京表具師により表装 

 

オリジナルの文化財に近い姿で 

忠実に再現し完成 



 

親と子のギャラリー「びょうぶとあそぶ 高精細複製によるあたらしい日本美術体験」 

広報用画像貸出申込書 
 

 

 
東京国立博物館親と子のギャラリー「びょうぶとあそぶ」の広報写真および読者プレゼント招待券を希望される方は、本用紙に

必要事項をご記入のうえ、上記FAX番号までお申し込みください。 
 
■広報写真のご使用は、本企画の内容をご紹介いただける場合に限らせていただきます。 

■読者プレゼント招待券 (5組10枚)のご提供は、広報写真１点以上をご掲載のうえ、本リリースの内容をご紹介いただける場合

に限らせていただきます。 

■作品写真をご利用の際は、作品名・作者名・制作年代・所蔵先・展示期間を必ずご記載ください。 

■掲載紙・誌、DVD等を東京国立博物館広報室まで1部ご送付いただけますと幸いです。 

 

画像一覧（ご希望の画像にチェックを入れてください） 

□ □ □ 

展示会場のイメージ（特別 5 室） 展示会場のイメージ（特別 4 室） 触って遊べるハンズオンコーナー 

□ □ 

 

□ 

「松林図屏風」（右隻）（綴プロジェクトによ

る高精細複製品） 原本：長谷川等伯筆 

安土桃山時代・16 世紀  

原本・複製品：東京国立博物館蔵 

ロゴイメージ チラシイメージ 

 

＊読者プレゼント招待券  □希望する (5 組 10 名様)   □希望しない 

 

貴社名  貴媒体名  

部署名  ご芳名  

ご連絡先 TEL:                  FAX:                  Email:    

ご住所 〒 

掲載予定日  コーナー名  

お問い合わせ：東京国立博物館 広報室 鬼頭・武田 〒110-8712 東京都台東区上野公園 13-9 

TEL：03-3822-1111(代) E-mail：pr@tnm.jp 

東京国立博物館 広報室 

FAX: 03-3822-2081 
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